
広報協会横浜セミナー 2012

■振り込み先　　　　銀行名　　三井住友銀行　東京公務部
      　　　　　   　　口座種別　普通預金
                        　　口座番号　898288
                        　　口座名義　社団法人　日本広報協会  特別口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シャダンホウジン　ニホンコウホウキョウカイ　トクベツグチ）

　　　　　　　　　　　※参加証を受け取った後、参加費は開催日までにお振り込みください。
■意見交換会　　　　会費 ：4,000 円（税込） 自由参加。意見交換会費は当日会場にてお支払いください。

●問い合わせ先　　　〒 160-0022 東京都新宿区新宿 1-15-9 さわだビル 10F
　　　　　　　　　　社団法人日本広報協会　電話：03-5367-1701　ＦＡＸ：03-5367-1706
●申し込み方法　　　申し込み書に必要事項をご記入の上、上記までＦＡＸでお申し込みください。

●宿泊                     宿泊については、株式会社日本旅行が、下記ＵＲＬの「ベストリザーブ・宿ぷらざ」
　　　　　　　　　　のウェブサイトで受け付けておりますので、ご参考ください。
　　　　　　　　　　ＵＲＬ：http://www.bestrsv.com/　　　　　　

　日本広報協会では、広報協会横浜セミナーを、2012 年 2 月 2 日、3 日に神奈川県民ホールで開催します。
横浜セミナーは毎年、広報広聴担当者がより良い広報広聴活動を行うためのヒントとなるテーマを掲げ
ています。今年のテーマは、「災害広報を考える～次の災害に備えるために」です。
　昨年は、東日本大震災が発生し、東日本を中心に大きな爪痕を残しました。さらに、台風災害として
は平成になってから最も大きな被害をもたらした台風 12 号が上陸しました。
　想定をはるかに超える災害が発生したとき、行政広報に何が求められたのか。そして自治体はどのよ
うな広報を行ったのか。その後、どのような広報を展開していったのか。災害に備えて普段どのような
準備が広報に必要か。東日本大震災の被災自治体の広報事例のほか、過去の災害で被災した自治体の事
例をもとに考えます。

★プログラム

2月 2日（木）
12:00 ～ 12:50　受付
12:50 ～ 12:55　オリエンテーション
12:55 ～ 13:00　開講のあいさつ
13:00 ～ 14:30　講演Ⅰ
14:45 ～ 15:30　事例発表Ⅰ
15:45 ～ 16:30　事例発表Ⅱ

2 月 3日（金）
10:00 ～ 10:45　事例発表Ⅲ
10:55 ～ 11:40　事例発表Ⅳ
11:40 ～ 12:40　昼休み
12:40 ～ 13:25　事例発表Ⅴ
13:35 ～ 14:20　事例発表Ⅵ
14:30 ～ 15:50　講演Ⅱ

災害広報を考える～次の災害に備えるために
社団法人日本広報協会、神奈川県
内閣府、総務省、全国知事会、全国市長会、全国町村会 　
2012（平成 24）年 2 月 2 日（木）～ 2 月 3 日（金）
神奈川県民ホール　小ホール　神奈川県横浜市中区山下町 3-1
最寄駅：みなとみらい線 日本大通り駅、ＪＲ 関内駅
定員 300 人
二日間　　会員：9,000 円（税込）、会員外：17,000 円（税込）
一日のみ　会員：7,000 円（税込）、会員外：12,000 円（税込）

■テーマ 
■主催	
■後援
■開催日
■会場	

■募集人数
■参加費

17:00 ～ 19:00　意見交換会（自由参加）


